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訪
日
特
化
の
講
座
・
検
定

英
語
と
中
国
語
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

バーチャルリアリティー　法人向けサービス

沖縄修学旅行フェア

商談会とセミナー実施
月１日大阪・月３日東京

簡
単
に
荷
物
重
量
計
測

飛
行
機
搭
乗
前
チ
ェ
ッ
ク
に

クリンテック小泉

高級クリスタル
洗面ボウル提案

新
作
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
追
加

企
業
向
け
制
服
通
販「
事
務
服
ピ
ー
チ
」

大阪観光大学シリーズ「グローバル社会に生きる人」①　

　　　　三上　貴彦
大阪観光大学学長

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に

必
要
な
能
力
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茶
懐
石

美
し
い
盛
り
つ
け
の

ポ
イ
ン
ト

後
藤
紘
一
良

訪
日
中
国
人
向
け
の

土
産
ラ
ン
キ
ン
グ
開
始

　
　

Ｄ
ｉ
Ｇ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
！

　
香
川
県
と
言
え
ば
、
讃
岐

う
ど
ん
。
だ
が
、
「
う
ど
ん

県
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
香

川
県
」と
い
う
Ｐ
Ｒ
の
通
り
、

他
に
も
ウ
マ
イ
物
は
た
く
さ

ん
あ
る
。瀬
戸
内
海
に
面
し
、

１
０
０
を
超
え
る
島
々
を
有

す
る
た
め
漁
業
が
盛
ん
で
、

海
の
幸
も
豊
富
だ
。

　
そ
ん
な
魚
介
類
の
情
報

が
、全
て
集
ま
る
所
が
あ
る
。

観
音
寺
市
柞
田
町

く
に
た
ち
ょ
う

に
あ
る

「
森
川
釣
具
店
」
だ
。
県
内

外
の
魚
の
状
況
を
見
事
に
把

握
さ
れ
て
い
る
の
が
、
店
主

の
森
川
信
一
氏
。伺
っ
た
折
、

蝦
蛄

し
ゃ
こ

が
食
べ
た
い
と
お
願
い

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
今

の
時
期
な
ら
大
丈
夫
」
と
漁

師
さ
ん
に
頼
ん
で
く
だ
さ
る

と
、
翌
日
に
は
生
き
た
蝦
蛄

が
山
ほ
ど
届
き
、
森
川
氏
宅

で
茹
で
た
て
の
熱
々
を
味
わ

う
口
福
な
機
会
に
恵
ま
れ

た
。

　
そ
ん
な
同
氏
の
現
在
の
イ

チ
オ
シ
は
、
伊
吹
島
の
太
刀

魚
。
こ
の
辺
り
で
も
好
漁
場

と
し
て
知
ら
れ
る
燧
灘

ひ
う
ち
な
だ

で

捕
れ
た
極
上
品
だ
。
太
刀
魚

は
鋭
い
歯
を
持
ち
、
最
大
２

㍍
以
上
に
も
な
る
細
長
い

魚
。
旬
は
夏
と
さ
れ
て
い
る

が
、
９
月
ご
ろ
一
旦
捕
れ
な

く
な
る
も
の
の
、
秋
が
深
ま

る
と
再
び
群
れ
が
接
岸
し
、

大
ぶ
り
の
物
が
釣
れ
始
め

る
。
も
ち
ろ
ん
大
き
い
ほ
ど

脂
が
乗
っ
て
い
る
か
ら
、
今

が
一
番
美
味
と
い
う
ワ
ケ
。

サ
バ
亜
目
タ
チ
ウ
オ
科
だ
か

ら
、
種
類
で
い
え
ば
青
魚
だ

が
、
味
わ
い
は
上
品
で
、
生

で
良
し
焼
い
て
良
し
、
天
麩

羅
に
す
れ
ば
フ
ワ
フ
ワ
の
食

感
が
楽
し
め
る
。

　
先
日
、
太
刀
魚
と
共
に
東

京
に
届
い
た
の
が
「
オ
リ
ー

ブ
ハ
マ
チ
」
。
ご
存
知
の
通

り
、
ハ
マ
チ
は
成
長
と
と
も

に
呼
び
名
が
変
わ
る
「
出
世

魚
」
で
、
香
川
県
で
は
モ
ジ

ャ
コ
、
ツ
バ
ス
、
ハ
マ
チ
、

ブ
リ
と
呼
ば
れ
、
ハ
マ
チ
は

県
魚
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

１
９
２
８
年
、
県
内
で
初
の

ハ
マ
チ
養
殖
に
成
功
、
そ
の


周
年
記
念
事
業
と
し
て
県

が
開
発
し
た
の
が
、
こ
の

「
オ
リ
ー
ブ
ハ
マ
チ
」
で
あ

る
。

　
香
川
県
海
域
は
冬
期
の
水

温
が
低
く
、
ハ
マ
チ
は
越
冬

で
き
な
い
の
で
、
生
産
量
で

は
一
年
中
出
荷
が
可
能
な
九

州
な
ど
の
産
地
に
か
な
わ
な

い
。
ま
た
、
他
の
地
域
に
さ

ま
ざ
ま
な
ブ
ラ
ン
ド
魚
が
存

在
す
る
中
、
単
に
ハ
マ
チ
と

い
う
だ
け
で
は
ア
ピ
ー
ル
度

が
低
い
。そ
の
上
、切
り
身
に

す
る
と
そ
っ
く
り
な
カ
ン
パ

チ
に
比
べ
、
ハ
マ
チ
は
血
合

い
の
色
が
褐
変
し
や
す
い
の

で
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
注
目
さ
れ
た
の

が
、
県
花
・
県
木
の
オ
リ
ー

ブ
だ
。
香
川
県
は
、
オ
リ
ー

ブ
の
国
内
栽
培
発
祥
地
で
も

あ
る
。
こ
の
出
会
い
が
、
奇

跡
を
生
ん
だ
。
オ
リ
ー
ブ
葉

に
は
、
抗
酸
化
作
用
の
強
い

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種

「
オ
レ
ウ
ロ
ペ
イ
ン
」
が
多

量
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

粉
末
を
２
％
以
上
添
加
し
た

エ
サ
を

日
間
以
上
与
え
る

こ
と
で
、
酸
化
・
変
色
し
に

く
い
肉
質
へ
改
善
さ
れ
、
食

味
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
の

だ
。

　
魚
体
の
中
心
を
黄
金
色
の

ラ
イ
ン
が
走
る
そ
の
姿
は
、

何
と
も
カ
ッ
コ
イ
イ
。
そ
の

味
は
、
天
然
物
を
は
る
か
に

凌
ぐ
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
、
脂
が
乗
っ
て
い
る
の
に

後
味
は
サ
ッ
パ
リ
、
う
ま
味

と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
も
完
璧

だ
。
魚
臭
さ
が
無
い
の
で
、

生
魚
が
嫌
い
な
友
人
も
、

「
お
刺
し
身
の
概
念
が
変
わ

っ
た
！
」と
感
動
し
た
ほ
ど
。

　
人
気
が
高
く
、
ほ
と
ん
ど

が
県
内
で
消
費
さ
れ
、
関
東

で
は
な
か
な
か
お
目
に
掛
か

れ
な
い
こ
の
「
オ
リ
ー
ブ
ハ

マ
チ
」
を
東
京
で
食
せ
る
の

も
、
森
川
氏
の
お
か
げ
。
讃

岐
か
ら
四
季
折
々
、
瀬
戸
内

の
旬
の
幸
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
口
福
に
、
感
謝
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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み
ん
な
の
外
国
語
検
定
協

会（
東
京
都
千
代
田
区
）は
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
各
業
態
に
特

化
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野

の
語
学
対
策
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
接
客
外
国

語
講
座
」
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

接
客
外
国
語
検
定
」
（
英
語

版
、中
国
語
版
）を
始
め
た
。

年
内
の
申
し
込
み
で
無
料
受

講
・
受
験
で
き
る
リ
リ
ー
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
分
野
の
接

客
ス
タ
ッ
フ
向
け
に
特
化
し

て
お
り
、
講
座
は
宿
泊
施
設

▽
小
売
店
▽
飲
食
店
▽
交
通

機
関
―
の
各
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
い
る
。

　
都
合
の
よ
い
時
間
・
場
所

で
受
講
で
き
る
。
基
本
の
発

音
や
フ
レ
ー
ズ
な
ど
は
動
画

で
学
習
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
電
話
を
使
い
、
日

本
語
が
話
せ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
、
中
国
人
の
講
師
に
よ
る

個
人
レ
ッ
ス
ン
形
式
で
の
指

導
が
受
け
ら
れ
る
。
講
座
・

検
定
と
も
企
業
ご
と
に
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
も
可

能
。

　
検
定
に
合
格
す
れ
ば
「
合

格
証
」
の
バ
ッ
ジ
と
ス
テ
ッ

カ
ー
が
授
与
さ
れ
、
ス
タ
ッ

フ
が
バ
ッ
ジ
を
付
け
た
り
店

頭
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
外
国
人
観

光
客
が
安
心
し
て
来
店
で
き

る
店
舗
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

先
は
、
み
ん
な
の
外
国
語
検

定
協
会
☎
０
３（
５
２
５
９
）

６
７
７
１
。

　
沖
縄
県
と
沖
縄
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は


月
、
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行

の
魅
力
を
紹
介
し
、
誘
致
を

呼
び
か
け
る
商
談
会
・
セ
ミ

ナ
ー
「
沖
縄
修
学
旅
行
フ
ェ

ア
２
０
１
５
」
を
東
京
と
大

阪
で
開
催
す
る
。
参
加
対
象

は
、
旅
行
会
社
や
学
校
関
係

者
、
修
学
旅
行
関
係
団
体
な

ど
。

　
両
会
場
で
は
、
商
談
会
と

事
例
紹
介
「
沖
縄
修
学
旅
行

を
実
施
し
て
い
る
中
学
校
・

高
等
学
校
担
当
教
諭
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
か
れ
る
予

定
。
各
会
場
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ

を
超
え
る
同
県
内
の
企

業
・
団
体
が
出
展
す
る
。

　
さ
ら
に
、東
京
会
場
で
は
、

脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
氏

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
ズ
バ
リ

！
脳
科
学
者
流
、
究
極
の
教

育
旅
行
と
は
⁈
」
、
大
阪
会

場
で
は
、
同
県
出
身
の
お
笑

い
芸
人
「
ガ
レ
ッ
ジ
セ
ー
ル

　
ゴ
リ
」
こ
と
照
屋
年
之
氏

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
笑
い
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
持

つ
力
と
沖
縄
の
魅
力
」
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
会
場
は

月
３
日
、

大
手
町
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
ク
エ

ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
大
手

町
）、大
阪
会
場
は
同
１
日
、

ハ
ー
ビ
ス
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ（
梅
田
）

で
、
両
会
場
と
も
午
後
１
時

～
同
６
時
。

ビクトリア

　
ピ
ク
セ
ラ
（
大

阪
市
）
は

月


日
、
同
社
独
自
の

サ
ー
バ
ー
を
使
っ

た
法
人
向
け
パ
ノ

ラ
マ
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
）
サ
ー
ビ
ス

を
来
春
開
始
す
る

と
発
表
し
た
。
コ

ン
テ
ン
ツ
の
制
作

か
ら
店
舗
な
ど
で

の
配
信
ま
で
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
来
年

３
月
の
予
定
。
Ｖ
Ｒ
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
旅
行
会
社
店

舗
な
ど
で
、
そ
の
場
に
居
な

が
ら
旅
行
先
の
風
景
や
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
を
リ
ア
ル
に
体
験
で
き

る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
従

来
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
デ
モ

ム
ー
ビ
ー
な
ど
で
は
伝
わ
り

に
く
か
っ
た
「
空
間
」
を
、

来
店
し
た
顧
客
に
ダ
イ
レ
ク

ト
・
自
然
に
感
じ
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
新
た

な
接
客
ス
タ
イ
ル
を
提
供
で

き
る
と
い
う
。

　
同
社
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
開

始
に
併
せ
て
、
専
用
パ
ソ
コ

ン
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
３
６
０

度
４
Ｋ
カ
メ
ラ
な
ど
の
提
供

・
販
売
も
予
定
し
て
い
る
。

　
東
京
・
新
宿
の
懐
石
料
理

「
龍
雲
庵
」
の
主
人
・
後
藤

紘
一
良
氏
が
茶
懐
石
の
料
理

を
基
本
に
、
盛
り
付
け
る
と

き
の
心
得
や
ア
イ
デ
ア
を
美

し
い
写
真
と
と
も
に
ま
と
め

た
。

　
茶
懐
石
を
作
る
ポ
イ
ン
ト

は
「
テ
ー
マ
を
考
え
る
」

「
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
」

「
器
を
選
ぶ
」
の
三
つ
。
ほ

か
に
も
向
付
は
銘
々
に
、
焼

き
物
や
進
肴
は
人
数
分
、
八

寸
は
人
数
分
に
加
え
て
亭
主

と
お
か
わ
り
の
分
も
盛
る
な

ど
の
茶
懐
石
の
細
か
い
決
ま

り
や
知
っ
て
お
く
と
自
信
に

つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も

紹
介
し
て
い
る
。

　
向
付
、飯
と
汁
、椀
盛（
煮

物
椀
）、焼
き
物
、進
肴
、八

寸
、香
の
物
、主
菓
子
の
基
本

の
盛
り
付
け
に
加
え
、
遊
び

心
あ
る
ア
レ
ン
ジ
方
法
な

ど
、
盛
り
付
け
例
が
満
載
。

　
敷
居
が
高
そ
う
な
茶
懐
石

だ
が
、
本
書
で
基
本
を
マ
ス

タ
ー
す
れ
ば
普
段
の
食
事
の

盛
り
付
け
に
も
応
用
で
き
そ

う
だ
。

　
美
し
い
器
と
季
節
感
豊
か

な
料
理
写
真
で
構
成
さ
れ
て

い
る
た
め
、
眺
め
て
い
る
だ

け
で
も
う
っ
と
り
し
て
し
ま

う
。

　
１
４
０
０
円
（
税
別
）
。

淡
交
社
。問
い
合
わ
せ
先
は
、

☎
０
３
（
５
２
６
９
）
１
６

９
１
。

　
昭
文
社
は

月

日
、
訪

日
外
国
人
観
光
客
用
ア
プ
リ

「
Ｄ
ｉ
Ｇ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
！
」

の
中
国
語
簡
体
字
版
で
、
中

国
か
ら
の
訪
日
観
光
客
向
け

に
「
人
気
お
土
産
ラ
ン
キ
ン

グ
」
の
掲
載
を
始
め
た
。
毎

月
最
新
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
配

信
し
、
中
国
人
観
光
客
が
、

欲
し
い
商
品
が
ど
こ
に
売
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、
購

入
機
会
を
逃
す
ミ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
の
解
消
を
図
る
。

　
中
国
の
調
査
会
社
と
協
力

し
、
中
国
人
に
人
気
の
土
産

約

品
目
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形

式
で
紹
介
す
る
。

　
欲
し
い
商
品
を
タ
ッ
プ
す

る
と
、
そ
の
商
品
を
購
入
で

き
る
店
舗
の
地
図
情
報
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ

ン
キ
ン
グ
は
毎
月
更
新
し
、

次
回
の
配
信
は

月
１
日
の

予
定
。

　

月
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み

る
と
、目
薬「
サ
ン
テ
Ｆ
Ｘ
」

（
参
天
製
薬
）
や
化
粧
品

「
贅
沢
ジ
ュ
レ
の
シ
ー
ト
マ

ス
ク
」
（
ウ
テ
ナ
）
、
そ
の

他
、
の
ど
あ
め
や
紙
お
む
つ

な
ど
が
上
位
に
き
て
い
る
。

　
業
務
用
制
服
・
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
販
売
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、

同
社
が
運
営
す
る
企
業
向
け

制
服
通
販「
事
務
服
ピ
ー
チ
」

で
新
作
の
販
売
を
開
始
し

た
。
「
洗
練
さ
れ
た
　
か
わ

い
い
お
も
て
な
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
制
服
需
要
の
増
え
て

い
る
接
客
業
向
け
に
高
級
感

の
あ
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
追

加
し
た
。

　
近
年
、
働
く
女
性
の
服
装

の
自
由
化
で
事
務
服
市
場
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。一
方
で
、

受
付
や
接
客
対
応
の
職
種
で

は
制
服
を
使
う
職
場
も
引
き

続
き
多
く
、
安
価
で
選
択
肢

も
豊
富
な
通
販
サ
イ
ト
の
利

用
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
２
０
１
２
年
か

ら
、
接
客
業
に
向
け
た
「
お

も
て
な
し
系
」
制
服
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
増
や
し
て
い

る
。
通
常
の
企
業
の
事
務
服

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ホ

テ
ル
な
ど
の
観
光
業
界
で
も

採
用
例
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。

　
こ
の
た
め
同
社
で
は
、
接

客
シ
ー
ン
向
け
の
高
級
感
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
更
に
拡
充

し
た
。

　
制
服
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
業

の
同
社
は
２
０
０
１
年
、
通

販
サ
イ
ト
中
心
の
販
売
形
式

に
変
更
、
外
勤
営
業
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
で
人
件
費
を
大

幅
に
カ
ッ
ト
し
、
そ
の
分
を

商
品
価
格
に
反
映
す
る
こ
と

で
、
従
来
の
対
面
営
業
方
式

に
比
べ
６
～
７
割
の
価
格
で

制
服
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
通
販
に

不
安
を
持
つ
企
業
に
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
オ

ー
ダ
ー
商
品
を
購
入
前
に
確

認
で
き
る
「
サ
ン
プ
ル
貸
出

サ
ー
ビ
ス
」
の
ほ
か
、
東
京

・
神
田
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を

構
え
、
試
着
が
可
能
。

　
詳
細
は
、
事
務
服
ピ
ー
チ

（http://www.jimufuku-pea
ch.com/

）
参
照
。

重
量
計
の
使
用
方
法

　
旅
行
関
連
製
品
な
ど
を
扱

う
ミ
ヨ
シ（
東
京
都
台
東
区
）

は
、
あ
ら
か
じ
め
手
荷
物
の

重
量
を
簡
単
に
量
る
こ
と
が

で
き
る
重
量
計
「
ラ
ゲ
ッ
ジ

ス
ケ
ー
ル
」
を
発
売
す
る
。

主
に
、飛
行
機
の
搭
乗
前
に
、

手
荷
物
の
重
量
オ
ー
バ
ー
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
使
用

す
る
。

　
本
体
に
か
ば
ん
の
取
っ
手

を
乗
せ
て
持
ち
上
げ
る
。
グ

ラ
つ
き
が
少
な
く
、
誰
で
も

簡
単
に
安
定
し
た
状
態
で
、

手
荷
物
の
重
量
を
最
大

㌔

ま
で
計
測
で
き
る
。

　
宿
泊
施
設
が
空
港
に
向
か

う
前
の
宿
泊
客
向
け
に
用
意

し
て
お
け
ば
、
計
測
済
み
の

客
が
重
量
オ
ー
バ
ー
の
心
配

を
せ
ず
に
安
心
し
て
空
港
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ー

プ
ン
価
格
だ
が
、
想
定
価
格

は
２
千
円
弱
前
後
と
導
入
コ

ス
ト
負
担
は
軽
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
ミ
ヨ

シ
☎
０
３
（
５
８
２
５
）
７

８
５
１
。

　
最
高
級
ク
リ
ス
タ
ル
洗
面

ボ
ウ
ル
「
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
ク
リ

ス
タ
ル
」
を
扱
う
マ
ー
ダ
ッ

ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
正
規
代
理
店
、
ク
リ
ン
テ

ッ
ク
小
泉（
東
京
都
杉
並
区
）

は
、
高
級
洗
面
ボ
ウ
ル
を
宿

泊
施
設
に
提
案
し
て
い
る
。

　
３
０
０
年
以
上
続
く
ス
ロ

バ
キ
ア
伝
統
の
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ（
ガ
ラ
ス
彫
刻
）の
輝
き
。

こ
の
道

年
以
上
の
熟
練
の

職
人
ら
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ（
彫
刻
）

を
入
れ
た
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ

ス
を
採
用
し
た
洗
面
ボ
ウ
ル

で
、
耐
熱
性
や
耐
衝
撃
性
に

も
優
れ
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
内
装
に
応
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
を
施
し

た
ボ
ウ
ル
を
提
案
し
て
お

り
、
「
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ

（
ビ
ク
ト
リ
ア
）
」
「
Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
（
エ
リ
ザ

ベ
ス
）
」
な
ど

種
類
が
そ

ろ
う
。
中
に
は
日
本
の
和
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た

「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
さ
く

ら
）
」
と
い
う
商
品
も
用
意

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
ボ
ウ
ル
に
合
う

せ
っ
け
ん
受
け
な
ど
、
洗
面

ス
ペ
ー
ス
を
演
出
す
る
ク
リ

ス
タ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
多

種
用
意
し
て
い
る
。

　
お
手
入
れ
も
簡
単
。
研
磨

剤
の
入
っ
て
い
な
い
中
性
洗

剤
で
洗
い
流
し
、
乾
い
た
タ

オ
ル
で
拭
い
た
後
、
食
酢
を

塗
布
し
て
拭
く
だ
け
で
、
輝

き
と
美
し
さ
が
持
続
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
ク
リ

ン
テ
ッ
ク
小
泉
☎
０
３
（
３

３
９
１
）
７
２
２
１
。

　
観
光
産
業
に
限
ら
ず
国

境
を
越
え
て
世
界
を
移
動

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に

は
、
卓
越
し
た
語
学
力
と

そ
れ
を
使
っ
た
発
信
力
、

異
文
化
理
解
、
他
国
の
価

値
観
の
受
容
、
未
知
の
問

題
や
課
題
の
解
決
に
つ
い

て
の
対
応
力
、
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
な
ど
の
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
異
文
化
を
理
解
し
、
他

国
の
価
値
観
の
受
容
に

は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

自
国
の
文
化
を
知
り
、
し

っ
か
り
と
し
た
自
分
の
価

値
観
を
も
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ど
の

よ
う
な
環
境
の
下
で
も
生

活
で
き
る
体
力
・
忍
耐
力
、

協
調
性
な
ど
も
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
、
最
初
に

述
べ
た
い
く
つ
か
の
能
力

よ
り
も
、
も
っ
と
根
本
的

に
、
大
切
な
も
の
で
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
あ

っ
て
、
上
に
述
べ
た
よ
う

な
能
力
を
身
に
つ
け
、
世

界
で
指
導
的
役
割
を
も
っ

て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
が
、
わ
が

国
の
大
き
な

教
育
課
題
で

あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ

ん
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必

要
な
能
力
を
身
に
つ
け
て

い
く
た
め
に
は
、
大
学
で

の
教
育
が
よ
り
効
果
的
で

あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
幼
児
期
の
家
庭
教
育

や
小
・
中
・
高
等
学
校
の

学
校
教
育
に
お
い
て
継
続

的
な
指
導
で
培
わ
れ
て
い

く
能
力
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、
初
等
・
中
等

教
育
か
ら
大
学
教
育
ま

で
、
さ
ら
に
生
涯
学
習
も

含
め
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
の
た
め
の
教
育
の

内
容
と
指
導
の
あ
り
方
を

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。


